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介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

　

７
月
９
日
（
月
）
か
ら
、
法
改

正
に
よ
る
外
国
人
住
民
に
関
す
る

新
た
な
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
外
国
人
登
録
法
は
廃

止
さ
れ
、
外
国
人
住
民
も
日
本
人

住
民
と
同
様
に
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
た
な
制
度
の
対
象
と
な
る
方

　

適
法
に
３
カ
月
を
超
え
て
在
留

す
る
外
国
人
住
民
の
方
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

在
留
カ
ー
ド
ま
た
は 

特
別
永
住
者
証
明
書
が

交
付
さ
れ
ま
す

　

外
国
人
登
録
法
の
廃
止
に
伴
い
、

り
、
市
区
町
村
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

在
留
資
格
の
変
更
、

在
留
期
間
の
更
新
、

在
留
カ
ー
ド
の
更
新
、

氏
名
や
国
籍
な
ど
の
変
更
手
続
き

は
、
入
国
管
理
局
の
み
に
届
け
出

に
な
り
ま
す
。

転
出
届
が
必
要
に
な
り
ま
す

　

外
国
人
登
録
法
で
は
、
他
の
市

町
村
へ
転
出
す
る
際
の
届
け
出
が

不
要
で
し
た
が
、
新
制
度
施
行
後

は
、
日
本
人
と
同
様
に
転
出
の
届

け
出
を
し
て
、
転
出
証
明
書
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
を
発
行
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

外
国
人
住
民
の
方
も
日
本
人
と

同
様
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
、
日

本
人
と
外
国
人
と
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
も
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た

登
記
に
か
か
わ
ら
ず
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

土
地
の
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

土
地
の
調
査
は
、
市
内
全
域
の

利
用
状
況
か
ら
現
況
地
目
を
調
査

す
る
も
の
で
す
。

　

※
家
屋
・
土
地
と
も
に
、
調
査

時
に
は
市
職
員
が
「
固
定
資
産
評

価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
課
税
課
家
屋
資
産

税
係
緯
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内

線
２
３
４
２
〜
２
３
４
４
）、土
地

資
産
税
係
（
内
線
２
３
３
８
・
２

３
３
９
・
２
３
４
１
）
へ
。

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
の
現
状
や
、
国
・

都
の
動
向
を
踏
ま
え
て
今
後
の
保

育
施
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
か
に
つ
い
て
、
市
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
【
日
時
】
７
月　

日
（
土
）
午
前

１４

　

時
〜
正
午

１０
　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室

　

詳
し
く
は
保
育
課
保
育
係
緯
４

７
０
・
７
７
４
５
へ
。

住
民
票
の
写
し
が
発
行
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
カ

ー
ド
の
交
付
を
受
け
ら
れ
、
証
明

書
自
動
発
行
機
の
利
用
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
入
国
管
理

局
）
緯
０
５
７
０
・
０
１
３
９
０

４
（
平
日
午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時　

分
）
ま
た
は
市
民
課
緯
４
７

１５
０
・
７
７
２
２
へ
。

　

改
正
後
の
住
民
基
本
台
帳
法
に

よ
り
世
帯
の
構
成
が
変
わ
る
と
、

国
民
健
康
保
険
の
記
号
番
号
が
変

更
に
な
っ
た
り
、
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
介
護
保

険
の
保
険
料
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
各

担
当
課
に
問

い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康

保
険
に
つ
い
て
は
保
険
年
金
課
国

保
年
金
資
格
係
緯
４
７
０
・
７
７

３
２
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
は
同
課
高
齢
者
医
療
係
緯

４
７
０
・
７
８
４
６
、
介
護
保
険

に
つ
い
て
は
介
護
福
祉
課
保
険
係

緯
４
７
０
・
７
８
１
８
へ
。

　
　

年
度
の
介
護
保
険
料
決
定
通

２４
知
書
を
７
月　

日
（
火
）
に
発
送

１０

し
ま
す
。

　

年
金
か
ら
天
引
き
し
て
納
め
て

い
た
だ
く
方
は
、
年
６
回
の
年
金

支
給
日
に
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

　

銀
行
な
ど
の
窓
口
で
納
め
て
い

た
だ
く
普
通
徴
収
の
方
に
は
、
納

付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
納
期
は

９
回
で
す
。
納
付
に
は
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
料
は　

歳
以
上
の
全

４０

て
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
今
回
お
知
ら
せ
す
る

の
は
、
ご
自
分
で
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く　

歳
以
上
の
方
で
す

６５

（　

歳
未
満
の
方
の
保
険
料
は
医

６５
療
保
険
の
保
険
料
に
含
ま
れ
た
形

で
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）。

　

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

国
民
み
ん
な
で
支
え
合
っ
て
い
く

制
度
で
す
。
ま
た
、
ご
本
人
だ
け

で
な
く
家
族
の
負
担
も
軽
く
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
市
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
の
総
額
に
対
し
、　

歳
６５

以
上
の
方
の
保
険
料
が
、
こ
の
約

５
分
の
１
を
支
え
て
い
ま
す
。
保

険
料
の
負
担
に
つ
い
て
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
な
ど

の
様
式
を
変
更
し
ま
し
た

　
　

年
１
月
か
ら
、
市
で
共
通
の

２４
納
付
書
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
介
護
保
険
料
決
定
通
知

書
な
ど
の
様
式
を
変
更
し
て
い
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
保
険
係

緯
４
７
０
・
７
８
１
８
へ
。

外
国
人
住
民
に
関
す
る

登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す

７
月
９
日
か
ら

臆

俺

牡

卸
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７
月
２
日
か
ら　

年
度

２４

保
険
料
免
除
申
請
の
受

け
付
け
を
始
め
ま
す

　

国
民
年
金
制
度
に
は
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、

申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　

年
度
の
申
請
は
７
月
２
日

２４
（
月
）
か
ら
、
保
険
年
金
課

（
市
役
所
１
階
）
で
受
け
付
け

ま
す
。　

年
７
月
〜　

年
６
月

２４

２５

の
期
間
が
対
象
で
す
。
申
請
に

は
、
年
金
手
帳
と
認
め
印
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。　

年
度
確

２４

定
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

申
告
を
済
ま
せ
て
か
ら
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、　

年
度

２３

全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付

猶
予
に
該
当
し
、
継
続
審
査
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
申

請
は
不
要
で
す
。

　

◎
申
請
免
除
（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
）
＝
被
保
険
者
・
配

偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
の

収
入
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、

本
人
の
申
請
に
よ
り
受
け
ら
れ

ま
す

　

◎
若
年
者
納
付
猶
予
＝
被
保

険
者
（　

歳
未
満
）・
配
偶
者
の

３０

前
年
の
収
入
が
一
定
基
準
以
下

の
場
合
、
本
人
の
申
請
に
よ
り

受
け
ら
れ
ま

す
　

い
ず
れ
の

制
度
も　

年
２３

３
月　

日
以

３１

降
に
離
職
し

た
方
は
、「
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
１
」
ま
た
は
「
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
」
の
写
し
の

添
付
に
よ
り
、
失
業
特
例
が
利

用
で
き
ま
す
。
承
認
さ
れ
た
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期

間
に
計
算
さ
れ
ま
す
（
一
部
免

除
期
間
は
、
一
部
納
付
分
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
）。
な
お
、申
請
免
除
の
承
認

期
間
に
限
り
、
年
金
額
の
計
算

に
一
部
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
の
承
認
期

間
は
、
保
険
料
の
納
付
が
な
い

限
り
年
金
額
の
計
算
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
承
認
を

受
け
て
か
ら　

年
以
内
で
あ
れ

１０

ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す（
追
納
）。
た

だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、

経
過
期
間
に
よ
り
一
定
の
額
が

保
険
料
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
中
は
、　

年
度
分
（　

２３

２３

年
７
月
〜　

年
６
月
分
）
の
申

２４

請
免
除
・
納
付
猶
予
の
申
請
も

受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
緯

４
７
０
・
７
７
３
２
ま
た
は
、

武
蔵
野
年
金
事
務
所
緯
０
４
２

２
・　

・
１
４
１
１
へ
。

５６

　住民基本台帳法の改正および住民基本台帳カー
ドによる自動発行機利用に係るシステム改修作業
のため、７月９日（月）〜１２日（木）の期間、市
内２カ所の自動発行機の運用を一時休止します。
この期間、証明書は市民課（市役所１階）、上の
原・ひばりが丘・滝山の各連絡所窓口でお取りく
ださい。
　市民の皆様にはご不便をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。
　なお、住民基本台帳カードで自動発行機を利用
する場合、事前に利用登録が必要です。
　※市民カードとの併用はできません。
　詳しくは市民課緯４７０・７７２２へ。

外
国
人
登
録
証
明
書
の
代
わ
り
に
、

中
長
期
在
留
者
の
方
に
は
在
留
カ

ー
ド
が
、
特
別
永
住
者
の
方
に
は

特
別
永
住
者
証
明
書
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

　

外
国
人
登
録
証
明
書
は
、
新
制

度
施
行
後
も
一
定
期
間
有
効
に
つ

き
、
す
ぐ
に
外
国
人
登
録
証
明
書

を
在
留
カ
ー
ド
や
特
別
永
住
者
証

明
書
に
切
り
替
え
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

在
留
資
格
な
ど
の 

更

新

手

続

き

　

住
所
の
変
更
や
特
別
永
住
者
証

明
書
の
更
新
、
特
別
永
住
者
の
氏

名
の
変
更
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
通
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　市が行っている行政評価（事務事業見直し）を、市民の視点で検証していただく「事
業仕分け」を実施するにあたり、市民委員を募集します。
　市民委員は、事前の会議で事業仕分けの運営について検討、公開の場で仕分けを行い、
結果を市長に提言していただきます。
　なお、前回の仕分け結果に対する意見募集の結果を市ホームページでご覧になれます。
【募集人数】１０人
【応募資格】７月１日現在で、１年以上市内に居住する満２０歳以上の方
【会議日程など】第１回会議を８月上旬、「事業仕分け」を１０月１３日（土）に予定してい
ます。事前の会議日程などは委員と調整の上、決定します
【謝礼】交通費相当
【選考方法】応募動機および年齢、性別のバランスを考慮して選考を行います。また、
選考結果は郵送で応募者全員にお知らせします。なお、応募書類は返却しません
【応募方法】７月３０日（月）午後５時までに、応募動機を４００字程度にまとめ、住所・氏
名・年齢・性別・職業・電話番号を記入した用紙（様式は任意）を次のいずれかの方法
で送付してください。
　①電子メール（gyozaiseikaikaku@city.higashikurume.lg.jp）
　②ファクス（４７０・７８０４）
　③郵送（〒２０３－８５５５、市役所企画調整課行財政改革担当）
　④直接同担当（市役所４階）へ持参（土曜・日曜日、祝日を除く）
　※応募用紙は市ホームページからも取得できます。
　詳しくは同担当緯４７０・７７２３へ。
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証明書自動発行機の運用証明書自動発行機の運用をを
一時休止しま一時休止しますす

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

が
継
続
利
用
で
き
る 

よ
う
に
な
り
ま
す

　

７
月
９
日
に
施
行
さ
れ
る
住
民

基
本
台
帳
法
の
改
正
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
は
市
外
へ
転
出
す
る
場
合
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
返
納
し

た
上
で
、
転
出
先
の
市
区
町
村
で

新
た
に
申
請
し
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
改
正
後
は

新
住
所
地
の
市
区
町
村
で
も
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
継
続
利
用
が

原
則
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
市
民
課
緯
４
７
０
・
７

７
２
２
へ
。

質
の
向
上
な
ど
の
施
策
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
や
社

会
経
済
状
況
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、

市
の
財
政
状
況
も
厳
し
く
、
市
が

掲
げ
た
施
策
の
実
施
が
難
し
く
な

　

市
は
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
」
に
基
づ
き
、　

年
３
月

２２

に
「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

（
後
期
）」
を
策
定
し
、
待
機
児
童

の
解
消
、
多
種
多
様
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

保
育
行
政
に
関
す
る

市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

税
に
向
け
て
評
価
額
を
算
出
す
る

た
め
、
家
屋
調
査
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

調
査
は
市
職
員
が
複
数
人
で
伺

い
、
所
有
者
の
立
ち
会
い
の
下
、

家
屋
の
外
回
り
と
内
部
の
間
取

り
・
使
用
資
材
な
ど
を
確
認
す
る

も
の
で
す
。
家
屋
調
査
を
行
う
と

き
は
、
事
前
に
文
書
で
連
絡
し
、

日
時
を
約
束
し
て
か
ら
伺
い
ま
す
。

家
屋
の
取
り
壊
し
・
増
築 

の
際
は
ご
連
絡
を

　

建
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取

り
壊
し
た
場
合
、
ま
た
は
建
物
を

増
築
し
た
場
合
に
は
、
登
記
・
未

家
屋
の
調
査
に
つ
い
て

　
　

年
１
月
２
日
〜　

年
１
月
１

２４

２５

日
の
間
に
新
築
や
増
築
を
し
た
家

屋
に
つ
い
て
は
、　

年
度
か
ら
の

２５

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
課

固定資産税固定資産税のの
現況調査現況調査にに
ご協力くださご協力くださいい


